
論文誌掲載論文の要旨

論文誌/Journal of the Operations Research Society of Japan , Vol. 20, No.2 に掲載さ

れた英文論文 4 篇の要旨です.

On Op�al Pattem Flows :区.aoru Tone 

この論文では，ネットワ{グ型の問題に若干の非ネッ

トワーク型制約が追加された場合の最大流および最小費

用流を求める方法を示す.

非ネットワーク型制約としては線形，非線形，組合せ

型などが考えられる.たとえば単一原料から多種製品を

つくる場合の製品比率からくる制約や，ある種の多種流

問題を)種流問題として解く場合に発生する非ネットワ

ーク型制約などが代表的である.

解法は Benders' decomposition を用いて，非ネッ

トワーク型数理計画問題と純粋なネットワーク型問題を

交互に解くことによっている.その際，ネットワーク型

問題が不能にならないように人為的な校を追加する点に

特別な配慮をしている.また，この種の問題の双対定理と

純粋ネットワーク問題の最大流・最小カット定理の聞の

弱い類似点を指摘している.付録では特別な型の CPM

を， Benders' decomposition のパラメトリック分析を

用いて解く方法を示している.

A Cl副s of Inverse Th伺rems on Recursive 

Programming with Monotonicity : Seiichi 

Iwamoto 

本論文は狭義単調性(増加性または減少性)をもっ再

帰的関数を目的関数・制約関数とする一群の数理計画問

題を取りあつかっている.

5 個の問題(主問題X) のおのおのに対しその逆(逆

問題X) を定義し，両問題の閑に逆定理(定理X) が成

立していることを示している.ただし X=I'， 11, m, 

n', m' (逆定理 I は別論文で詳述されている).さらに

問題n，皿に対しては，いわゆる最適性の原理が成立す

ることを用いて，最適値関数が本論文で定義された非線

形作用素を逐次的に用いてあらわされている.他方，問

題 1' ， n', m'に対しても，別の最適性の原理にもとづ
いて，その最適値関数が逐次的に表現されている.証明

は問題 1 'についてくわしくなされている.

各定理は具体的かつ代表的な例題で検証されている.

逆定理を用いれば，主問題・逆問題の一方の解関数を求

めれば，他方の解関数は合成と逆関数の演算によって求

512 

めることができる.

Two-Machine Scheduling under Arbitrary 

Precedence Constrain旬: Tada圃hi Kurisu 

Johnsonの機械が 2 台で，仕事の数が n 個の順序づけ

問題においては， n! 個の JI頃列はすべて実行可能であると

仮定されている.

この論文では， Johnson のモデルにおいて，仕事の集

合がいくつかの群に分割され，各群の中ではあらかじめ

処理順序が定まっており，いずれの機械でも，ある群の

仕事の処理をいったん開始すると，その群の仕事の処理

が完了するまで，他の群の仕事の処理をはじめられない

場合を考察する.さらに，ある群を別の群よりさきに処

理しなければならないといった処理順序に関する群聞の

半順序が与えられているものとする.この時，第 l の機

械で処理を開始してから，第 2 の機械で全部の仕事の処

理が完了するまでの経過時聞を最小にする処理順序を求

める有効なアルゴリズムを与えた.

An Iteration Method for Nonlinear Programming 

Problems 11: H. Mine, K. Ohno, and T.Noda 
本論文では，等式および不等式制約条件をもっ非線形

計画問題の局所的最小値を求める簡単な反復法を提案す

る.

本反復法の収束が示されるとともに， 数値例として

Rosen-Suzuki 問題を取りあっかい，本反復法の有効性

を確認する.
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